
令和元年台風１９号対応に伴う 

足立区避難所運営会議 本部長・庶務部長会議（臨時） 

議事録 
 

日 時 令和元年１２月２日（月） 午前１０時から午前１１時４０分まで 

 

場 所 足立区本庁舎中央館２階庁舎ホール 

 

参加者 各避難所運営会議の本部長、庶務部長など１６９名（区出席者等を除く） 

 

《議事要録》 （司会：防災力強化担当課長） 

 

１ 出席職員紹介 

（１）区長、副区長、教育長、総合防災行政アドバイザー 

（２）その他出席職員は席次表による紹介 

 

２ 令和元年台風１９号の概要【説明者：総合防災行政アドバイザー】 

  台風の進路、荒川の水位、近年の自然災害等について 

 

３ 令和元年台風１９号への対応-見えてきた課題と対応策【説明者：区長】 

  台風接近に伴う足立区の対応、区内の被害状況、課題と対応策について 

 

４ 課題解決への取り組み-水防体制再構築本部-【説明者：区長】 

  水防体制の再構築に向けた区の検討体制について 

 

５ 意見交換・質疑応答 

  テーマ ① 避難所の開設・運営に関すること 

      ② 区からの情報発信に関すること 

  

① 避難所の開設・運営に関すること（発言順） 

質問 質問主旨 回答者 回答内容 

消防団について 

消防団員の役割につ

いて、皆さんにも知っ

ていただきたい。 

（消防署からの命に

より避難所から引き

上げた際、非難を受け

た） 

危機管理部長 

消防団員の災害時の役割は承知

しているが、今回は避難所への

派遣を依頼させていただいた。 

避難所を運営していただいてい

る皆さまが、ボランティアであ

ることも分かるようにする。 

避難所を担当する所属、職員、

役割分担を検討していく。 



旧千寿第五小学校の

活用について 

足立一丁目から四丁

目に学校が１校しか

ない。受付の段階でか

なり混乱し、ここの避

難所には入れないと

の噂も流れた。 

旧千寿第五小学校は

災害時活用できない

のか。 

危機管理部長 

受付で断った避難所があったこ

とは報告を受けている。 

災害対策本部では、断らないよ

う指示していたが、派遣した職

員に行き渡っていなかった。 

区長 

旧千寿第五小学校と同様に、旧

本木東小学校も活用をというご

意見を頂戴している。 

旧千寿第五小学校は、来年のオ

リンピックで警察の使用を予定

しているが、電気系統や床の状

況を確認し、避難所として使用

可能か検討していく。 

避難所の後片付けに

ついて 

後片付けについて、区

はどう考えているの

か（備蓄物品、避難者

のごみなど）。 

危機管理部長 

水や食料は避難者が持参するべ

きとのご意見も頂戴している。 

今回は、ごみの処理を学校にご

協力をいただいた。今後ルール

を統一するよう検討していく。 

なお、使用した備蓄物品の補充

は、早いものは年内、遅いもの

でも年度内に実施する。 

学校の協力について 

学校（教職員）からは

どの程度協力しても

らえるのか。要綱があ

ると聞いているが、そ

れを知らないと避難

所運営会議としてど

う協力していけるか

分からない。 

教育長 

これまでの地震対策と分けて考

える必要がある。教員の支援・

役割分担も検討していく。 

消防団について 

消防団には、消防行政

の特別な任務がある。 

避難所での役割を明

確にすべき。 

危機管理部長 
これから消防署や消防団と意見

交換しながら検討する。 

マンパワー不足 

若い世代の避難者が

多くいた。 

SNSの活用に強い方に

協力を募るなどの仕

組みを考えてほしい。 

危機管理部長 

今回の台風で、卒業生など若い

方々がお手伝いいただいたケー

スも報告を受けている。ボラン

ティアとしてどういった役割で

協力していただくかの仕組みを

検討していく。 



テレビ・ラジオ 

今回は、自前のテレビ

やラジオで情報を得

た。学校で活用できる

ものはないか。 

教育長 

テレビなど情報機器は職員室に

あり、いざという時には使える

が、部屋の使用可否も整理して

検討していく。 

都営住宅の活用 

足立区には都営住宅

が多くある。それらの

空き部屋を活用でき

ないのか。 

危機管理部長 

都営住宅のどこに逃げるかとい

うところも含めて、都営住宅の

管理者側と検討していく。 

避難所運営会議 

本部長の体調不良に

より、数年運営できて

いない。区主導で、避

難所運営会議を立ち

上げてほしい。 

危機管理部長 
区も一緒に協力しながら進めさ

せていただきたい。 

上層階への避難 

配慮が必要な方を上

層階に避難させる場

合、怪我をさせてしま

ったら誰が責任をと

るのか。 

副区長 

保険への対応などを含めて、区

での対応を検討させていただ

く。 

高齢者や車椅子の方、

障がいをお持ちの方

を上層階に上げるこ

とが困難。エレベータ

ーを付けるなどが必

要。 

危機管理部長 

 

 

 

 

 

学校運営部長 

 

 

 

 

途中から上層階に上がっていた

だくことは困難だというご意見

を頂戴していることを念頭にお

いて、初めから上層階に避難し

ていただくかを検討していく。 

 

エレベーターは、小・中学校 28

校に整備している。今後は、施

設更新の際に整備する方針だ

が、その他工夫できることを危

機管理部とも協議していく。 

災害備蓄の毛布 

毛布とマットがセッ

トになっているはず

だがなかった。 

ホームページではマ

ットも有るとなって

いたため、避難者とト

ラブルになった。 

災害対策課長 

学校によって、マットが配備で

きていない所もある。 

マットの必要性を踏まえなが

ら、備蓄を進めていく。 

派遣された区職員に

ついて 

区職員が避難所につ

いて何も分かってい

なかった。 

災害対策課長 

災害対策本部と、避難所との連

絡体制が確保できていなかっ

た。通信手段確保についても、

専門部会の中で検討していく。 



教職員について 

金曜日の段階から、学

校長・副校長らが残っ

てくれていた。 

いない学校もあった

と聞いているがどう

か。 

教育長 

地震と違い、水害は事前の把握

が可能なため、教職員の体制に

ついても協議し、ご提示させて

いただく。 

マニュアル 

マニュアルを整備し

てほしい。地震・水害

の場合を踏まえたマ

ニュアルを要望する。 

危機管理部長 

避難所開設の手順書を作成する

ため、その中で可能な限り細か

く掲載するようにする。 

ハザードマップ 

千寿小学校がハザー

ドマップ上では×と

なっているが、何故開

設したのか。 

危機管理部長 

荒川の水位状況を確認し、氾濫

の危険性が高まったことから、

命が助かる可能性が高いと判断

し、×となっている避難所につ

いても開設した。 

 

② 区からの情報発信に関すること（発言順） 

質問 質問主旨 回答者 回答内容 

区からの情報 

区からの情報が避難

者に流れなかった。 

避難勧告が解除され

ていないにも関わら

ず、雨風が止むと帰宅

する方が多かった。 

避難所運営本部にも

伝わらなかった。 

政策経営部長 

区では、Ａ-メール、ホームペー

ジ、ツィッター、エリアメール

など様々な方法で発信したが、

伝わりきっていないことのご意

見も頂戴している。 

どの段階で、誰に、どのような

手法で情報を発信するか検討

し、皆さまにお知らせする。 

また、区から避難所担当職員へ

の情報、避難所担当職員から避

難所の皆さまへの情報共有につ

いても、仕組みを検討する。 

内水氾濫 

時間100mm以上の雨が

2時間降れば、内水氾

濫が起こる。 

内水氾濫についても

危惧すべき。 

災害対策課長 

下水道の処理能力を超えると内

水氾濫の可能性はあるが、処理

能力が追いつけば、時間の経過

とともに水は引いていくため、

河川氾濫とは異なる。 

区からの連絡 

避難所を開設する旨、

区から追って連絡す

るとのことであった

がこなかった。 

町会長としての立場

からも連絡は欲しい。 

災害対策課長 

今回は、区から本部長・庶務部

長を中心にご連絡し、他の会長

や各部部長までは連絡できてい

なかった。 

今後は、避難所運営会議の中で

の連絡体制をお願いしたい。 



避難所について 

避難所が町会の端に

ある。近隣の私立学校

との連携をとるべき。 

災害対策課長 

一部の私立学校では、区からの

要請より前に避難者受入れに協

力いただいていた。 

今後、区から働きかけを行い、

訓練等を通じて協力体制を築い

ていきたい。 

重点的な情報発信 

避難者数や地域に相

関関係があるのか。 

あるのであれば、その

地域に重点的に情報

発信すべきでは。 

危機管理部長 

段階的に避難所を開設したた

め、早く避難したい方が、早く

開設した遠方の学校に避難され

た傾向はある。 

今後は一斉に避難所を開設でき

るよう進めていく。 

ハザードマップ 

地域が拡大されてい

るものがあるとあり

がたい。色彩もできれ

ば分かりやすくして

いただきたい。 

都市建設部長 

今回の反省点等を踏まえてハザ

ードマップの改訂を考えている

ため、地区別でクローズアップ

することも検討させていただき

たい。 

区からの連絡 

災害対策課と区民事

務所からの連絡が食

い違っていた。 

連絡系統を１つにし

てもらいたい。 

危機管理部長 

避難所開設に混乱をきたさない

よう、誰から誰に連絡するのが

よいのか、仕組みを検討する。 

ハザードマップ利用

方法解説ＤＶＤ 

区の待合室などで流

すなど更に活用すべ

きでは。 

都市建設部長 
あらゆる場面でご覧いただける

よう、関係課と調整していく。 

避難者の情報 

足立区人口６８万人

のうち、何故３万人し

か避難しなかったの

かを実態調査すべき。 

危機管理部長 

高層階にお住まいの方の避難

や、区外への避難など、避難の

あり方についてこれから検討し

ていく。 

実態調査についても検討してい

く。 

防災行政無線 

荒川区の放送はよく

聞こえるが、足立区の

は聞こえない。 

危機管理部長 

防災行政無線が聞こえなかった

と、たくさんの方々からご意見

をいただいている。 

防災行政無線以外の方法も検討

させていただきたい。 



③ 全体を通じて（発言順） 

質問 質問主旨 回答者 回答内容 

避難所開設 

「避難所開設キット」

のようなものがある

とよいのでは。 

（ハンドマイク、ビブ

ス、名簿） 

災害対策課長 

スムーズに開設できる仕組みを

検討する。 

配置する部・職員が決まった際

には、顔が見える関係作りも進

めていく。 

備蓄物品の運搬 

役員が高齢化してお

り、食料や毛布等の運

搬が大変であった。 

備蓄倉庫の場所も検

討してほしい。 

災害対策課長 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

備蓄物品のリヤカーを活用して

いただきたい。ボランティアや、

避難者の中でお手伝いしていた

だける方を募る仕組みも手順書

に盛り込んでいく。 

 

学校で普段使っている台車など

も使えるよう、配置場所なども

分かるようにしておく。 

避難が困難な方への

支援 

孤立ゼロプロジェク

トにて、避難が困難で

あると答えている方

がいる。 

避難を支援した実績

など報告があれば聞

きたい。 

地域のちから

推進部長 

 

 

危機管理部長 

 

 

 

福祉部長 

 

 

孤立ゼロプロジェクトの調査リ

ストを活用していただいた実績

もあった。 

 

ご自分では避難できない方を、

地域の方々の協力により、避難

所に移送した報告もある。 

 

区のみでの対応は難しいため、

介護事業者にもご協力をいただ

くなど、対策を検討したい。 

 

 

６ 閉会 

  閉会にあたり区長より挨拶 

  （１）来年の出水期までに、手順書の整備など、喫緊の課題について対応していく。 

  （２）１２月以降、各地区の町会・自治会連合会の会議に可能な限りご出席させていただくため、

個別の情報をお聞かせいただきたい。 

  （３）これからも、足立区の防災対策にご理解・ご協力をいただきたい。 


